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《現地報告》

苧
圭 南に みる野菜

矢 澤 進
＊

はじめに 中国の西南部に位置する槃南地域は， 動物とともに柏物の宝庫といわれな

がら， これまで野菜についての調査報告は極めて少ない。 それは， 辺境な地

であることと， これまで外国人に未解放だったことによる。 雲南には， モ

チ， 茶， 納豆をはじめとする食文化や， 歌垣， 賂伺の風俗習慎， そして稲作

を中心とした農耕文化とそれにともなう独得の儀礼などが， 文明の波にさら

されないまま今日に残っている。わが国の古い文化と類似していることか

ら， 日本文化の源流ではないかということで注目されている地である。 ま

た，渡部忠世氏は稲のアッサム ー雲南起源説を提唱し， この地が稲の栽培の

歴史の中でも菰要な位盟をしめていることが明らかにされつつある。
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筆者は，1982年10月下旬から 1ヵ月間，国立民族学樽物館教授佐々木高明
氏を団長とする， 「中国西南部少数民族文化考察団」に加わり，主として野
菜についての調査を行なった。調査地は，昆明市とシーサンパンナの景洪，
少数民族のハニ族 ・ハンパ（半波）村， タイ族・マンチンラン （寓景闊）村，
それにイ族系サメ族の高橋村である（第I図参照）。以下にこれらの町や村
で調歪した結果を報告するとともに，特に筆者の興味をひいた野菜をとりあ
げて紹介する。

1 此明市 昆明市は北緯25度東経およそ103度に位置し，極高1,900mである。屁
周辺の野菜明市の年間の気温と降水獄は第1表を参照されたい。 1年を通じてそれほど

第1表 昆明市における月別の気温および降水菰

月 温月平均度 1平最 均高 1平最 均低 最録高温度記 録最低温度記 降水痙

l 月 7.8℃ 16.0℃ 2.2℃ 22.0 ℃ -5.4℃ 10.0鸞罵
2 月 9.8 17.6 3.7 24.5 -1. 9 9.8 
3 月 13.2 21.3 6.7 27.5 -2.8 13.6 
4 月 16.7 24.5 10.7 30.4 0.5 19.6 
5 月 19.3 25.5 14.3 31.5 6.0 78.0 
6 月 19, 5 24.2 16.4 31. 3 9.2 181. 7 
7 月 19.9 24. 7 17.0 28.8 12.0 2 l 6. 4 
8 月 19.2 24.4 16.4 29.7 8.8 195.2 ， 月 17.6 23. 1 14.6 28.4 6.3 122.9 
IO 月 15.0 20.4 11. 7 26.3 2.0 94.9 
ll 月 11. 5 i 8. 2 7會2 25.0 0.6 33.7 
12 月 8.3 16.2 3.5 21.1 -4.6 15. 9 
全年 14.8 21. 4 l O.4 31. 5 -5.4 991. 7 
（昆明疏菜栽培技術， 1982年より）

大きな変化はなく，概して温暖である。といっても，冬期には霜もあり雪の
降ることもある。 5月からIO月にかげて雨が多い。市の南西部には，琵琶湖
の半分ほどもある浪池（昆明湖）があり，人々の憩いの場であると共に，古
い時代より周辺のかんがい用水として利用されている。温暖な気候，かんが
い7..k，肥沃tょ士地と自然環境に恵まれて，昆朋市周辺は豊かな農業地帯と
なっている（写真l)。

およそ100万人の人口を据する昆明市の周辺部では，大規禎な野菜生産が
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写真1 昆明市郊外の野菜畑

写真2 昆明市一石林問のダ
イコンの採種地（矢印）

行なわれ， 野菜生産専門の人民
公社小隊もある。

昆明市郊外の金殿近くで， 採
種中の見恨れないダイコンをみ

つけた。 昆明から石林へむかう
途中にも， 山肌の畑にこれと同
じ採稲中のダイコンが点在して

栽培されていた。 このダイコン
がみられた場所は， いずれも様
高1,700m以上の高地であった

（写真2)。 草丈は， わが国の

ダイコンの開花時のものよりか
なり低く， サヤ（英果）はやや
小さい。 一見して， わが国で一

般にみられるグイコンと異なっ
ていることは明らかであった。

ところで， 訪れた この時期
(11月）にダイコンの種子をと

るためには， 6月から7月にか
けて播種されたものであろう。
わが国で普通に栽培されている

ダイコンは， 抽だい開花 のために低温が必要である。 ところが，11月に結実
している昆明のこのダイコンは， 第1表の温度推移から推し測って， 生育期
問中にほとんど低温に遷遇していないものと思われる。

数年前に私がクイ国北部のチェンマイ市周辺でみつけたサヤク
・

イコンは，
昆明 の採種ダイコンと類似した点が多く， 生態的にもおもしろい。 このクイ
のサヤダイコンは， 抽だい開花に低温を必要としない。 さらに， 草丈が低
く， 地ぎわ部の分枝が多いこと， サヤが短いなど， 形態的•生態的特徴が屁
明の採種ダイコンと類似している。

また， インドのバンジャプ地方でもサヤダイコンが栽培されているが，•こ
れはサヤが30cm以上にもなる。栽培実験の結果， このダイコンは花芽の分化

にごく短期脆の低温が必要である（写真3, 4)。

雲南のダイコンがクイのサヤダイコンと同じグ）レープに属するものである
なら， インド， タイ， 雲南にかけて， サヤダイコンの流れをくむ品種が分布
していることになる。諸民族の流れからみて， 興味ある問題である。
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写真 3 クイ国チェンマイ市周辺で

栽培されているサヤダイコン・サ

ヤは小さいが軟く歯切れが良い，

スケ ー ルの単位はば

毘明周辺では， おぴただしい

面積の水田に， 哀作としてソラ

マメが無耕起で栽培されていた

（写真5)。 最近， わが国でも

省力化の面から＇ 裏作に無耕起

栽培が行なわれつつある。 この

地方では， 作物を作付時期によ

って小春作物と大春作物に分け

ている。すなわち， 秋期に播種

するソラマメは小麦油菜な

写真 4 インドのサヤダイ
コン， サヤが大へん長い
のが特徴， スケールの単
位はm

写真 5 水田衷作のソラマメ栽培

どとともに小春作物で， 春期に播種する水稲， トウモロコシなどは大春作物

である。 ソラマメが中国に伝来したのは紀元前にさかのぽるが， 全国的には

明代になって普及し，雲南でも栽培は比較的新しい。 ソラマメのデンプンは，

ハルサメの原料や家畜飼料として多く利用されている。 わが国にも， この
地からソラマメデンプンが輸入されているという。 このような利用方法は，

野菜としての領域からはずれるものであるが， いわゆる野菜としてのソラマ

メ栽培も多くはないが行なわれている。 収菰は 1 ムー (6.6 ア ール）あたり

300斤 (1 斤は5009) 程度である。
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2 景洪周 景洪は， 雲南省最南端のシーサンパンナ・クイ族自治州の中心地である。

辺の野菜 メコン川の上流にあたり， ピルマ， ラオス， ペトナムの国境近くでもある。

北緯22度檄高約500 111-に位置

する。 年平均気温は22℃で， 年

問降水腿は1.400~1, 700皿 5 

月から10月までモンス ー ン期を

むかえる。景洪は昆明に劣らず

自然に恵まれた肥沃な盆地で，

気候条件にも恵まれて水稲の二

期作が行なわれている。 野菜

氏わが国でいう， いわゆる夏

野菜を中心として多く栽培され

ている（写真6)。

中国では， 現在各地で自由市

場が盛んである。自由市場は自

留地で収穫した野菜などを露天

で私的に販売しているマーケッ

トで， みそなどの発酵食品や米

の加工食品， 日用品なども並ペ

られる（写真7)。 景洪の自由

市場は毎日曜日に開かれ，tまる

ばる山地から売り手としてやっ

てくる少数民族もみられる。 こ

こでみかけた野菜は， トウガラ

写真6 バナナ畑に囲まれた景

洪の野菜畑

写真7 自由市場で枝豆を売る

婦人

シ， トマト， サイトウ， ユウガオ， カボチャ（ニホソカポチャ， ペボカポチ

ャ）， エ ンドウ（豆苗，茎業を食する）， トウガン， ニ ンニク（葉を食する葉

ニンニクもある）， サトイも カラシナ， ダイコン， ナンキンマメ， ヒシ，

ミント， ニ ラ， ネギ， エンサイ， ナス， コウサイ， ヤマイモ， カラシナ， チ

ンゲンサイ ーサイシンなどのツケナ類， ショウガ， サンショ， ササゲ， マコ

モ， サッマイモ， 食用ナズナ， エダマメ， キウI)' ニガウリ， 野香菜， 苦涼

菜， 魚腹草など，35種以上にものぼる。 シーサンパンナの人々にとって， 瓜

類やツケナ類， イモ類， 豆類などは常用される野菜であり， 自由市場でも

多盤に出まわっている。

雲南地方では調味料として欠くことのできないトウガラシであるが， 主に

栽培されている稲(species)が昆明と景洪では異なっている。昆明のトウガ
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うシはほとんどCapsicmn a9muumに属する， 辛味のある品種である。 これ

は， わが国で古くから栽培されていた「伏見辛」 という品種に類似してい

る。 :_方， シ ー サンパンナ（思茅を含む）では， 人家の周りに栽培されてい

るトウガラシのほとんどが， C.f:九tesce沿に属する小果型のものである（写

真8)。 これらのトウガラシは， 栽培品稲というより， 果実が簡単にがくか

ら雛脱する野生種に近いものもあり， かなり古い時代にこの地に伝播した可

能性がある。 これに類似したトウガラシはタイ国北部でも栽培されている。

シ ーサンバンナで栽培されるトウガラシの種(species)が昆明と景洪で異な

ることは， 両地域の過去における文化の流れの違いなどを反映しているとも

考えられ， 大変興味深い。

写真8 ①：毘明市の自由市湯のトウガラシ(Capsiamz a”nuttm) 

®：景洪の自由市場のトウガラシ(C. frutesc切s)

景洪からハニ族のハンバ村へ向かう途中の山中に，・ 多種類のヤマノイモ類

が自生していた。あきらかに野生種で， 葉形は長ハート型から短ハート型ま

で種々ある。また，むかごの大きさも不揃いで，直径6 CIIIくらいから， 直径

l Clllほどの小さなものまでみられた。私の観察したところでは， これらのヤ

マノイモは10数菰の区別が可能であった。

自由市場でもいろいろ変異に富んだヤマノイモが並んでいるが， 販売され

ている主なヤマノイモは， Dioscoraa alata（ダイジョ）であった（写哀9)。世

界のヤマノイモの栽培圏は，温帯地域で育つナガイモ国と，熱帯地域を中心に

育つダイジョ圏に，大きく分けることができる。その2つの栽培圏が重なった

地が霙南地方であるとされている。 シ ー サンバンナの山地で多様なヤマノイ

モの変異がみられるのは，このような分布域に位個しているからであろうか。

クイ族のタイ・ル ー 語でダイジョ（大薯）はマン・ロン， ヤマイモ（家山

薬， Dioscorea opposita?)はマン・オーンとよばれている。‘マン ＇ はイモを
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写真9 ①：自由市場のヤマノイモ

®：ハニ族・ハンパ村での結実しているヤマノイモ

® ：ヤマノイモ類のムカゴ， スケ ー ルの単位はm

示す語であり， クイ族では大薯と家山薬をはっきり区別している。

サトイモは， シーサソパンナにおいて漢語で「土鍋芋」あるいは「田瑠」

といわれ， この地の人々の生活の中で重要な位置を占めている（タイ ・ ル ー

語ではマン・ノーイという）。自由市場では，小イモ利用型，親イモ利用型，

葉柄利用型と， わが国でみられる品稲群はほとんど認められ， 小イモにも種

々の形態のものがあった（写真10)。 これらのサトイモは， 民家近くの溝な

どで半野生状態で生育していたり， また焼畑に散在して植えられていた。

写真10 ①：自由市場のサトイモ，小イモ利用型

®：自由市場のサトイモ， 親イモ利用型

自由市場に並べられているおもしろい香辛料野菜を手にしてみると， コ ウ

サイと同じ香りがする。 コウサイの持つあのカメムシの臭いである。葉の形

態はコウサイとは似ても似つかぬものである。 これは「野香菜」 とのこと ＇

（写真11)。「香菜」は淡語でコウサイのことであり， 野香菜とは野生のコウ

サイを意味しているのだろうか。中国高等植物図鑑によれ， ば野香菜は「刺
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莞蕊」 (Er汀git呻 Joctidum)

であり， 調味料の原料などに用
いるという。 原産地は南アメリ
力とされていてコウサイと同じ

セリ科に属している。 ち なみ

に， コウサイの原産地は地中海

地方東部からシリアにかけて，
という のが通説と な っている。
ところで，景洪から思茅への帰

路， 偶然にも， 自生しているこ
の「野香菜」をみとめた。山中

を流れる小川の縁の， やや多湿
なところ に数10本もあっただろ
うか， ひと塊まりになって生え
ていた。

3 少数民 景洪の南西に位慨する南栢山
族と野菜 ． の中腹にハニ族の集落が散在し
(l) Jヽニ族・ ている（写真12)。班者らは，様
ハンバ村 高およそL600mのところにあ

るこれらの集落の一つ， ハンパ

村を訪れた。87戸から成るこの

写真11
野香菜(Eryngium foetidum) 

写真12

南描山中腹のハニ族の村

小さな村は， 焼畑， 水田， 茶の栽培で生計を たてて いる。

93 

野菜は． 集落内にある各戸 の小さな畑で栽培されている。いわゆる自家菜

園が野菜 生産の璽要な場と なっている。菜園の大きさは， かなり広いものか

ら数平方メー｝）レの狭いものまでまちまちである。 宵菜， ダイコン， ハクサ

ィ， サトイモなどが自家菜園で多く作られて いる野菜である（第2表参照）。

雲南では料理の味付けに欠くことが出きぬトウガラシ。筆者が訪れたこの

村の自家菜園では， どこにもこのトウガラシが栽培されていなかった。 な

ぉ， 槃南各地でよく見かける， エンサイ， ヒユナ， コウサイなど も， この村

で栽培されていない（第3表参照）。

焼畑についての聞き取り調査中， 「山黄瓜」という野菜名がでてきた。村

人の話では， 山黄瓜は焼畑で陸稲と混播されるという。この瓜の収穫期は8
月から9月である。熟果は淡黄色で， 果皮に細かいネットが入っている。長
さおよそ35C1fl, 一見したところメロンかキウリか区別がつきにくい。胎座部
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第 2 表 ，，‘.::.族およびタイ族の自家菜園で栽培されている野菜

ハニ族（ハンパ村）
例ー 1 ハクサイ，キャペッ，ダイコン， ハ ヤトウリ
例ー2 青菜（セイサイ），エンドウ（豆苗，葉茎利用），

サイ（クイサイ），サトイモ
八クサイ，キャベッ，グイコン，ハヤトウlJ,
青菜，エンドウ（豆苗），タイサイ
宵菜．ステムレクス，サトイモ
ハヤトウI)' トゥ1）ートマト，ダイジョ

例ー 3

例ー 4
例ー 5
例ー6

チンゲン

サトイモ

タイ族（マンチンラソ村）
例ー 1 青菜，キャペッ，

ネギ，サトイモ
エンドウ（豆苗），ナス，
トイモ

青菜，
青菜，
青菜，

チンゲンサイ，

例ー2

例ー 3

例ー 4
例ー 5

トマト，

トウガラシ，

ニホンカボチャ，

ネギ， ショウガ，

エンドウ（豆苗）， トウガラシ，
ナス， トウガラシ，ネギ， ニ ラ．
チンゲンサイ， トウガラシ，ショウガ，

ネギ，サトイモ
ステムレクス

サ

サトイモ

第3表 毘明市で栽培されている主な野菜について， ハ

ニ族， クイ族，ィ族の各村での現在までの栽培
の有無についての調査結果

野菜名
劫海県ハンパ村 景洪県マンティン 昆明市官渡区高

（ハニ族 ・ 焼畑殿）（ラン村バ族 ・ 水）（橋村 イ 族•水）
耕 田農耕 田・畑作股耕

ハクサイ
ネガラシ
ザーサイ
キャペッ
キンツァイ
カリフラワ ー

カプカンラン
カイラン
ダイコン
ニンジン
ステムレクス
佳諒）レクス
＊ウレンソウ
ウィキョウ

o

x

x

o

o

x

x

 

o

x

 

0

0

 X

0

0

0

0

0

0

0

0
 

X

0

0

0

0

 

x

x

 

x

o

o

o

x

o

o

 

x

o

o

o

x

 

X

0

0
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コウサイ
ヒュナ
エンサイ
シュンギク
ニラ

クマネギ

ネギ

ワケギ
ニンニク

ショウガ

トマト

ナス

トウガラシ

カポチャ
メロン・マクワ

トウガン
エンドウ

サイトウ

インゲン

ジャガイモ

サトイモ
マコモ

クワイ

x

x

x

 

o

o

o

o

o

x

o

x

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

x

 o

o

o

x

o

o

o

o
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0印は栽培されたことのある場合を示す。
x印は栽培されたことのないことを示す。

しまだいだい色を呈している。甘味はなく， ややすっばい未熟の果実には苦味

が少しある。種子の形状や食味などから， 山黄瓜はキウリであると判断して

間違いないと思われる（写真13一①）。

痰盛基氏の「西双版納民族有用植物集」（熱帯植物研究論文報告集，198松平）

の文中に， この山黄瓜によく似たキウリについての記載がある。それによる

と， 「版納黄瓜」といい， 果皮は光沢を有し， 果実の大きさは25CIIJ X 10cmほ

ど。貯蔵性があり， 陸稲の畑に問作される， シ ーサンパンナでみられる特有

の黄瓜とある。

この村での調査を終えて景洪へ帰ると， 腐抱黎から来たという4, 5人の

娘さんが街角でこの山黄瓜を売っていた。多くのタイ族の人に混じって， 漠

族の人々も足をとめ， このキウリを求めていた（写真13-®) 。

なお藤下典之氏によれば， 北部タイの苗族も山黄瓜と同じようなキウリを
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写真13 ①:「山黄瓜」

®；景洪の街角で売られている「山黄瓜」

栽培しているという。 これまで私は， キウリが焼畑に混播， あるいは問作さ

れる例を知らない。 マクワウ1）やシロウリは， インドなどの乾燥地で混播・

問作の例がある。 キウリがマクワウ1)やシロウ1)と同じように， どうして乾

燥地や焼畑で混播・間作されないのか， その点｝こついては明らかでない。私

の推測では， キウl)は， マクワウリやシロウリに比較して，酎旱性に乏しい

ことによるのではなかろうか。 それでは， この焼畑に混播される山黄瓜に

は，tまたして耐旱性があるのだろうか。 それとも他の要因が関与しているの

だろうか。

ちなみ｝こ， シ ー サンパンナでは平地の畑で作られるキウリは「山黄瓜」に

対して「菜黄瓜」とよばれている。

(2)クイ族• この村は景洪の近郊に位臨し

マンチンラ ているためであろう， 先のハン

ン村 パ村に比して利用される野菜の

疇が多く（第2, 3表参照），

自家菜園も盛んであ る（写真

14)。 ハンパ村では見られな
‘

か

ったトウガラシの栽培が盛んで

あった。先にトウガラシの箇所

でふれたが， この村のトウガラ

シもほとんどC.f四tesc紐stこ屈

するものである。

写真14 クイ族・マンチンラン村

の自家菜園
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ハニ族のハンパ村で見かけた「山黄瓜」のことをこの村では「マ・テ ーン
・トゥ ー ン」といい， 「菜黄瓜」は「マ・テ ー ン」とよばれている。 これら

はタイ ・ ル ー語での呼称であるが， 他の一部の野菜のクイ・ル ー 語は次のよ
うである。 エゴマ （ガ ー ・ロン）， ゴマ （ガ ー ・ロ ー）， ダイジョ（マン・ロ
ン）， サトイモ（マン・ノ ーイ）， 家山薬（マン・オ ー ン）， カポチャ（マ ・

パック）， ハ ヤトウリ（マ・ノ ー イ）， マクワ（マ ・テーン・ラーイ）。 ここ
で， 「ガ ー 」はコ・ マ類の意， 「マン」はイ モ類を表わす。 「ラ ー イ」は模様
が入っている意味で， 「マ」は野菜につける接頭語である（以上， 田辺繁治
氏のご教示による）。

この村でモチを作ってもらっ
た際に， モ チの中に「ガ ー・ ロ
ン」と呼ぼれるエゴマ の証実を
入れていた（写真15) 。 エゴマ

は， 普通その油を利用すること
が多い。わが国でも岩手県一の

関市で， エゴマの粉をふりかけ
た「エゴマモチ」が作られると
いう（中村重夫氏談）。 このエ 写真15 モ チに入れられる， ェ

ゴマはマンチンラン村では山地 ゴマ， 軽く炒ってある

で栽培されている。 エゴマ と同
じ種に属するシソは， 平地でわずかに薬用として作られているにすぎないと
いう。

(3)イ族系サ アラ ー人民公社に属する高橋村は，毘明市郊外にある小さな村である。 や
メ族・高橋 や高台になった地に50余世帯が塊まるようにして在り， 村を囲んで水田が広

村 がっている。水稲の衷作として
小麦やソラマメが作られてい
る。小高い地は畑と果樹園に利
用され， 野菜の生産盪は少ない
が， 昆明で見かけたほとんどの
種類が栽培されていた（第 3 表
参照）。

アラ 一人民公社の小石埃村は
高橋村近くにあり，野菜生産の
みを行なう生産IJ縣である（写
真16)。栽培面積は約13Iraで，

写真16野菜生産恋門の小隊の
畑，小石唄村にて
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ここでは青菜， シュンギク，ダイコン，キンサイ， Jヽ クサイ，ニラ，ネギ，

ナス，クワィなどの東洋野菜が主に生産されている。最近になりキャペツな

どの西洋野菜も盛んに栽培されるようになった。

第4表にシーサンバンナにおける主な野菜の漢語の呼称を示した。 100余

種の野菜名を渓語でリストアップし，シーサソバンナのクイ族の人々の協力

を得て，問き取り調査を行なったものである。不完全ではあるが，何かの参

考になればと，あえてここに掲げる次第である。なお，ルビは現地の発音を

正確に写したものではないことをお断りしておく。

第4表 シーサンパンがこおける主な野菜の漢語の呼称

和 名 学 名 シーサンパンナでの呼称
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Brassica j:mcea 

Brassica camp邸tris

Brasぷcaolerac6“ 

Scch;um gdule 

Capsicum a1mt1.um 

Trapa四 tans
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Beta vulgaris 

Malva crispa 
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想差
胡朔鰭イ
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[:／ 
われわれになじみのあるイチゴ（オランダイチゴ）は，雲南で目にするこ

とはなかった。シーサンパンナにおける調査でも，イチゴに対応する呼称は

認められなかった。ゴポウ，パセリ， ミッパ，コモチカンラン，フキ，クレ

ソンなども，対応する呼び名がなかった。これらは，おそらくこの地で栽培

されていないか，食用に供されていない野菜と思われる。

以上，短かい期間に限られた地域で行なわれた調査であるため，誤りをお

かしているところもあるかも知れない。お気づきの点をご指摘いただければ

幸いである。




